
1

NPO 法人アルペなんみんセンター

2024 年度 事業報告書
（2024 年 4 月 1 日〜 2025 年 3 月 31 日）

　　　　　　　　　　　　　　　

はじめに

　世界の難民は、１億 2000 万人に達しました。過去最大、12 年連続の増加となっています（国連
難民高等弁務官事務所 UNHCR 2024/5）。

　2024 年、日本の難民認定申請者数は 12,373 人、認定した者 190 人（審査請求で認定された 14
人を含む）。国籍の内訳は、アフガニスタン 102 人、ミャンマー 36 人、イエメン 18 人、パレスチナ８人、
中国５人、エリトリア４人、イラン・ウガンダ・カメルーンが各３人、カンボジア２人、イラク・エチオピア・
コンゴ民主共和国・バングラデシュ・マリ・ロシアが各１人となっています。

　補完的保護対象者認定申請者数は 1,273 人、認定した者は 45 人。国籍の内訳は、シリア 16 人、
ミャンマー13 人、スーダン 11 人、ウクライナ５人となっています。

　難民及び補完的保護対象者のいずれにも認定しなかったものの人道的な配慮を理由に在留を認め
た者は、335 人。国籍の内訳は、ミャンマー 262 人、カメルーン 13 人、コンゴ民主共和国・リベリア・
無国籍が各３人、アフガニスタン・イラン・スーダン・ロシアが各２人、エジプト・英国が各１人となっ
ています。

　一次審査の平均処理期間は約 22.3 ヶ月、審査請求の平均処理期間は約 12.6 ヶ月となっています。
（法務省出入国在留管理庁 2025/3/14）。

　このような状況の中、生活に困窮する難民認定申請者を受け入れる難民シェルターとして設立され
た当センターでは、これまでに 30 か国 93 人を受け入れてきました。2024 年度は、新規 11 人を含
む 30 人に、延べ 13,560 泊の住居、食事を提供し、生活支援、医療支援、学ぶ機会、交流等の支
援を行いました。

　難民や避難民に寄り添う取り組みは地域社会に受け入れられ、様々な交流を通じた相互理解が進
んでいます。異なる背景や属性を持つ人 と々地域住民が共に喜び支え合い、共生社会を築く取り組み
が進んでいます。鎌倉市内の様々なステークホルダーが参加する「鎌倉なんみん共生フォーラム」と
も連携し、難民を歓迎する社会づくりに取り組んでいます。

　自治体との連携や協力も拡大しており、2023 年 5 月には神奈川県やかながわ国際交流財団とウ
クライナ避難民に関する連携協定が締結しました。UNHCR が自治体との連携を強化するグローバル
キャンペーン「難民を支える自治体ネットワーク」に 2023 年 6 月に鎌倉市、2024 年５月に神奈川県
が署名しました。

　国際的な難民支援ネットワークにも参加し、定期的に現状を把握して意見交換を行っています。
2021 年のミャンマー国軍クーデター以降、多くの避難民や難民が発生しているため、今後の支援方
法についてネットワークを通じて検討しています。
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１　難民への定住支援事業
（１）緊急シェルターの提供

 2024 年度実績　実人数 30 人　新規入所者　11 人　　延べ滞在日数 13,560 泊

 2023 年度実績　実人数 47 人　新規入所者　32 人　　延べ滞在日数 10,749 泊

 2022 年度実績　実人数 32 人　新規入所者　21 人　　延べ滞在日数 7,698 泊

 2021 年度実績　実人数 20 人　新規入所者　13 人 延べ滞在日数 3,519 泊

 2020 年度実績　実人数 15 人　新規入所者　15 人　　延べ滞在日数 1,857 泊 

　　　　＊ 2020 年度からの新規入所者数　累計　93 人（30 カ国）

　　　　＊ 2024 年度　実人数 30 人
　　　　　　2020 年から継続 3 人、2021 年度から継続 2 人、2022 年度から継続 1 人
　　　　　　2023 年から継続 13 人
　　　　＊ 平均滞在日数　   452 日間（2020 年からの継続含む）
　　　　＊ 最長滞在日数    1,580 日間（2020 年からの継続含む）

難民が安全で安心できる住居の提供
　施設内には 30 の個室があります。入居者の通信手段を確保す
るために、施設内では常時 Wi-Fi 接続が可能です。

食事の提供
　1 日 3 食の温かい食事を提供しました。調理担当スタッフを中心
に、多くの調理ボランティアの支援を受けています。食材の提供に
は、支援者や近隣の農家、青果店、パン屋、フードバンク、地域の
団体、鎌倉市や鎌倉市社会福祉協議会からも支援を受けています。

衣料・日用品
　地域の市民グループや個人から中古・新品の衣料や日用品の寄
贈を受けています。寄贈品の整理や配布は地域のボランティアの
支援を受けています。

（２）医療の提供
　入居者の多くは、在留資格の関係で健康保険に加入できず、医
療費は全額自己負担となっています。必要に応じて、地域の医療
機関での診療にスタッフが同行するなどのサポートを提供してい
ます。医療費に関しては、当センターに寄せられる寄付や無料低
額診療制度も活用しています。
　今年度は、２組３人の出産ケースがあり、鎌倉市の入院助産制
度を活用させていただきました。

医師の往診、医療相談会
　週に 1 回、地元の医師がボランティアで往診してくださってい
ます。さらに、月に 1 回、2 名の医師と 1 名の鍼灸師による医療
相談やマッサージを実施しています。

５年間で５人の新しい命が
誕生しました

衣類・日用品の提供

地域の農家から野菜の支援を
いただきました
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（３）日本語学習支援
　将来的な自立のため、入居者のニーズに応
じて地域の日本語教室の支援を受けています。

（４）アルペファーム（農作業）
　敷地内の畑で、毎週土曜日に農作業を行い
ました。近隣住民が中心となり、入居者と交
流しながら野菜を育てました。

（５）地域のイベントへの参加

（６）近隣の居場所プログラム
　月に 1 回開催される近隣の地域食堂「ふらっ
とカフェ in 二階堂」「地域食堂ゆきのした」
に参加しました。「地域食堂ゆきのした」では、
入居者が母国のカレーの提供、母国の歌を歌
うなど、参加者と交流しました。

2024/05 第 56 回慈善茶会（鎌倉青年会議所主催）

・ 2024/05　第 56 回慈善茶会（鎌倉青年会議所主催）

・2024/05　みんなで鎌倉平和パレード
・2024/05　鎌人いち場
・2024/07　七夕飾りづくり（鎌倉社協）
・2024/11　第 66 回鎌倉市民合唱祭
・2024/12　鎌倉福祉まつり
・2025/01　ベルカント唱法研究会コンサート（大和市）

毎週土曜日のアルペファームの様子

2024/05 鎌人いち場 2025/01 ベルカント唱法研究会コンサート（大和市）

ふらっとカフェ in 二階堂での書き初め地域食堂ゆきのした
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（７）ウクライナ避難民支援
　ウクライナでロシアによる軍事行動が 2022
年 2 月 24 日に開始され、多くの国内避難民
や難民が発生しました。この影響で、日本に
も 2,606 人（2023 年 3 月末時点）が入国し
ています。アルペなんみんセンターは、公営
住宅につながるまでの間、11 名の避難民を受
け入れました。
　神奈川県在住のウクライナ避難民の方々の
相談支援、病院の同行支援などを行っていま
す。

神奈川県、かながわ国際交流財団と
ウクライナ避難民支援に関する連携協定締結
　2023 年 5 月、神奈川県と公益財団法人か
ながわ国際交流財団と連携協定を結び、神奈
川県在住のウクライナ避難民の支援を県内の
自治体と協働して行っています。

公益財団法人かながわ国際交流財団
「かながわ民際協力基金」助成事業
「ウクライナ避難民のための相談支援と交流事

業〜多文化共生社会にむけて〜」の実施
　助成を受け、ウクライナ避難民への支援事
業等を実施しました。

・  相談、通訳事業

・  行政機関、病院等への同行支援
2025/3　ウクライナ展への写真パネルの提供

（JR 横浜駅東口新都心プラザ 主催：神奈川県）

（８）アルペ小金井センター閉鎖

　2023 年 4 月にから東京小金井市で試行してきたアルペ小金井センターの存
続が困難となり、2024 年 9 月末で閉鎖となりました。カトリック女子修道会「聖
霊会」のご協力のもとで、新たな試みとして 2 つ目のシェルターを開設し、1
年 3 か月の間に難民申請中の５カ国７名の女性と子どもを受け入れ、衣医食住・
定住支援を提供してきました。

　聖霊会の皆様、大勢のボランティア、支援者、地域の皆様のご協力ご支援を
いただき、共同生活を営みながら、それぞれに成長し、沢山の喜びがありました。

　入居していた 5 人はすでに自立し、新しい場で生活しながら、今でも支え合っ
ています。

　残りの 2 名はスタッフと共に神奈川県鎌倉市にあるアルペなんみんセンター
に転居し、引き続き日本での自立に向けた歩みを続けています。

　諸事情により短期間で閉鎖することとなりましたが、聖霊会をはじめ、応援
してくださった皆様に心より感謝申し上げます。

2024/4　ウクライナ写真展（JICA 横浜）

アルペ小金井センターの
あゆみ
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２　情報発信事業
（１）国際理解教育事業（なんみんセミナー、オープンデー）

　なんみんセミナー（オンラインを含む）全国の小中高校や大学、そして近隣の施設で実施し
ました。オンラインを含め、多様な形式で開催しました。また、オープンデーも開催し、施設
見学や難民との交流の機会を提供しました。

　　２０２４年度 なんみんセミナー　６５回開催 　４, ０８５人　参加
 オープンデー　　　１０回開催 　　　６７人　参加
　　　　　　　　　　　　 　合　計　　　　　７５回開催 ４, １５２人　参加

　　２０２３年度 なんみんセミナー　４５回開催 　４, １５１人　参加
 オープンデー　　　４７回開催 　　　４４２人　参加
　　　　　　　　　　　　 　合　計　　　　　９２回開催 ４, ５９３人　参加

　　２０２２年度 なんみんセミナー　５５回開催 　３, ２２５人　参加
 オープンデー　　　１７回開催　　　　　２３０人　参加
 　合　計　　　　　７２回開催 　　３, ４５５人　参加

　　２０２１年度 なんみんセミナー　２０回開催 ２, ４６１人　参加
 オープンデー　　　　３回開催 ３６人　参加
 　合　計　　　　　２３回開催 ２, ４９７人　参加

オープンデーの様子

2024/9　鎌倉市内の学童保育 2025/2　鎌倉市内の高校

2024/9　神奈川県社会福祉士会スタディツァー
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１）ニュースレター「アルペ通信」

　当団体の活動を広く伝えるため、ニュースレター
「アルペ通信（A4 ４ページ）」を発行し、配布しました。

　第８号（2024 年   7 月、12,300 部） 

　第９号（2024 年 12 月、12,000 部）

２）ニュースレター「アルペだより」

　当団体の日常の活動を広く伝えるため、ニュース
レター「アルペだより（A4１ページ）」を発行しました。 

  No. 12 （2024 年５月）　 No. 13 （2024 年８月）

  No. 14 （2024 年 12 月） 

３）ホームページ

　当団体のホームページにて、活動内容を詳細に紹
介しました。また、定期的にイベントの募集や報告
を掲載し、随時更新しています。

４）インスタグラム

　難民の状況等の情報を発信しました。　　

５）SNS 配信、YouTube チャンネル

　当団体の最新情報を発信するために、Facebook
ページにて活動のアップデートを定期的に共有しま
した。同時に、YouTube チャンネル「アルペチャ
ンネル」を通じて、動画形式での活動内容を広く配
信しました。

（２）ニュースレター、ホームページ、SNS 等での情報発信

アルペだより
難⺠の友に、難⺠と共に

2024年5⽉

No.12

NPO法⼈アルペなんみんセンター

アルペ⼩⾦井センター

〒248-0001 神奈川県鎌倉市⼗⼆所80
Tel. 0467-55-5422 E-mail. info@arrupe-refugee.jp
E-mail. koganei@arrupe-refugee.jp

いつもご⽀援ありがとうございます。アルペの「いま」をお届けします！

ロシアによるウクライナ侵攻で日本に避難さ
れている方々に、故郷と日本での生活の写真
をご提供いただき、鎌倉市内で展示しまし
た。3月2日にはワークショップを行い、ウク
ライナの伝統的なクロスステッチで「平和の
お守りストラップ」を作りました。

カトリック雪ノ下教会で毎月第1土曜日に開
催される「地域食堂ゆきのした」に参加し
ました。スリランカ出身のリヴィさんがカ
レーを提供し、アフリカ出身のJさんが歌声
を披露。入居者がそれぞれの才能を活かし
て地域に貢献する場が増えています。

 写真展「私と家族と、ふるさとウクライナと」
～日本に避難してきた人々の大切な写真たち～【日本財団助成事業】

4月6日
地域食堂ゆきのした

6月20日(木)に東京都小金井市・宮地
楽器ホールにて、6月29日(土)に神奈
川県鎌倉市・鎌倉生涯学習センターに
て難民に関わる映画上映会とイベント
を予定しています。
詳細は5月下旬よりホームページにて
ご案内いたします。

世界難民の日(6月20日)
イベント開催決定！

書き損じはがき
集めています

書き間違いなどで投函しなかった郵便はがき・
年賀状（額面が汚れていないもの）がありまし
たら、アルペなんみんセンターまでお送りくだ
さい。通信費として大切に使わせていただきま
す。未使用の郵便はがき・切手も受付中です。
ご協力をよろしくお願いいたします！

※ポストカード、使用済み切手は集めており
ませんのでご了承ください。

アルペだより
難⺠の友に、難⺠と共に

2024年8⽉
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NPO法⼈アルペなんみんセンター
〒248-0001 神奈川県鎌倉市⼗⼆所80
Tel: 0467-55-5422 E-mail: info@arrupe-refugee.jp

いつもご⽀援ありがとうございます。アルペの「いま」をお届けします！

鎌倉で5年ぶりに花火大会開催！と聞き、総勢
18人で見に行くことにしました。海から扇状に
花火が開く「水中花火」など2500発が夜空を
彩りました。
会場近くのカトリック由比ガ浜教会の皆さまに
ご協力いただき、楽しい時間を過ごせました。

今年もBATジャパンの社会貢献活動の一環と
して、バーベキュー交流会をご一緒に行い
ました。入居者手作りのケバブにも舌鼓を
打ち、最後はダンスで大盛り上がり！
2022年から継続的にご支援いただいている
BATジャパンの方々との親交をさらに深めた
1日でした。

7月4日　バーベキュー交流会

7月17日　第76回 鎌倉花火大会

6月20日に東京都小金井市で映画「ミャ
ンマー・ダイアリーズ」上映とライブ
を行いました。6月29日には、神奈川県
鎌倉市で映画「ピース・バイ・チョコ
レート」上映と「なんみんトーク＆パ
フォーマンスショー」を開催。
大勢の方々にご参加いただきました。

世界難民の日2024 イベント終了！
書き損じはがき
集めています

書き間違いなどで投函しなかった郵便はがき・
年賀状（額面が汚れていないもの）がありまし
たら、アルペなんみんセンターまでお送りくだ
さい。通信費として大切に使わせていただきま
す。未使用の郵便はがき・切手も受付中です。
2024年10月より郵便料金値上げとなるため、
ご協力をどうぞよろしくお願いいたします！

※ポストカード、使用済み切手は集めており
ませんのでご了承ください。

アルペだより
難⺠の友に、難⺠と共に
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NPO法⼈アルペなんみんセンター
〒248-0001 神奈川県鎌倉市⼗⼆所80
Tel: 0467-55-5422 E-mail: info@arrupe-refugee.jp

いつもご⽀援ありがとうございます。アルペの「いま」をお届けします！

　今年も鎌倉市社会福祉協議会主催のイベン
トに「鎌倉ルンバダンサーズ」として出演し
ました。青空の下、会場の皆さんと一緒にア
フリカのルンバを楽しく踊りました。

　神奈川県湯河原町の名店「らぁ麺飯田商
店」ほか5店舗のラーメン店主の皆さんが、
テラスで美味しいラーメンを振舞ってくだ
さいました。今回で5回目の開催です。
　日頃ご支援いただいている方々にお集ま
りいただきました。人生初ラーメンの入居
者も大喜びで完食していました。

11月13日　飯田商店ラーメン交流会

12月1日　第44回 鎌倉福祉まつり

　2024年は新規で17名をシェルターに
受け入れました。3件の出産支援を行
い、その後のケアも継続しています。
　また、子どもたちが幼稚園や小学校
に通えるようサポートしています。
　2025年も活動をお支えいただきます
よう、よろしくお願いいたします。

2024年もあたたかいご支援
ありがとうございました！

書き損じはがき
集めています

書き間違いなどで投函しなかった郵便はがき・
年賀状（額面が汚れていないもの）がありまし
たら、アルペなんみんセンターまでお送りくだ
さい。通信費として大切に使わせていただきま
す。未使用の郵便はがき・切手も受付中です。
2024年10月より郵便料金が値上げされたため、
ご協力をどうぞよろしくお願いいたします！

※ポストカード、使用済み切手は集めており
ませんのでご了承ください。

６）パンフレット　活動紹介パンフレットをリニューアルし、47,000 部発行しました。

７）新聞広告　カトリック新聞に広告を掲載しました。

“日本に逃れてきた難民たちを、
  友情をもって受け入れることをお願いします。”

教皇フランシスコ
（2019年11月25日 東京カテドラル聖マリア大聖堂「青年との集い」にて）

シェルターの提供や、母国での迫害の傷を癒し、
定住するための支援を行なっています。

難民の命と希望を支えるために、
ご寄付をお願いします。

Tel.0467-55-5422 アルペなんみんセンター

〒248-0001 神奈川県鎌倉市十二所80
イエズス会 日本殉教者修道院

NPO法人アルぺなんみんセンター



6 7

（３）世界難民の日 2024　
　世界難民の日のイベントを東京と神奈川で行いました。

世界難民の日2024 世界難民の日2024 inin 鎌倉 鎌倉

プログラム ＊会場ロビーにウクライナ避難民の写真を展示しています。

午前の部（9:30 開場）
　10:00 ～11:40 難民映画上映 「ピース・バイ・チョコレート」

午後の部（12:30 開場）
　13:00 ～14:40 難民映画上映 「ピース・バイ・チョコレート」
　14:50 ～15:40 なんみんトーク&パフォーマンスショー

参加費　無料（会場募金にご協力ください） 
定　員　200名（先着順、定員になり次第締め切らせていただきます）
申込方法　QRコードからお申込みください。
　　　　　　　　 QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。

主催： 鎌倉なんみん共生フォーラム
NPO法人アルペなんみんセンター

 鎌倉市十二所80  Tel 0467-55-5422  info@arrupe-refugee.jp

後援： 　　　　　　　　国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）駐日事務所
 神奈川県　公益財団法人 かながわ国際交流財団　神奈川県弁護士会（申請中）
 鎌倉市　社会福祉法人 鎌倉市社会福祉協議会　公益社団法人 鎌倉青年会議所

特定非営利活動法人 鎌倉ユネスコ協会　アムネスティ・インターナショナル 鎌倉グループ
特定非営利活動法人 鎌倉市市民活動センター運営会議

映画上映
「ピース・バイ・チョコレート」
  Peace by Chocolate

97分 / 2021年 / カナダ 
英語・アラビア語 /日本語字幕

シリア内戦により難民となったテレク
は家族と共にカナダへ移住する。家族
と平和、そして人々に幸せを運ぶチョコ
レートを描いた、実在するチョコレート
店の心温まるサクセスストーリー。

映画上映

　毎年 6 月 20 日は、国連が定めた「世界難民の日」（World Refugee Day）です。難民の保護と
支援に対する世界的な関心を高めるために制定されました。国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）な
どの国連機関や NGO による活動への理解を深め、支援へとつなげることを目的としています。
　カナダで受入られたシリア難民の実話を元にした映画「ピース・バイ・チョコレート」を通して、私た
ちに何ができるかを共に考えます。なんみんトーク＆パフォーマンスショーもお楽しみに！

６６月月2929日（土）日（土）10:00 ～ 16:00
鎌倉生涯学習センター（きらら鎌倉）・ホール

（鎌倉市小町1-10-5、 JR 鎌倉駅 東口徒歩３分）

鎌倉なんみん共生フォーラムとは？
　2018 年12 月の国連総会で採択された「難民に関するグローバル・コンパクト」
では、難民問題の解決に向けて、社会の一人ひとりが責任を分担し実行に移していく
「社会全体で取り組む難民支援」が掲げられています。鎌倉なんみん共生フォーラムは、
難民問題に関心を寄せる市民団体、市民のゆるやかなネットワークとして、難民を歓
迎できる社会をめざして活動をおこなっています。
　国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）と自治体との連携強化を目指グローバル
キャンペーン「難民を支える自治体ネットワーク」に2023年 6月鎌倉市、2024 年
5月神奈川県が署名しました。今後、自治体とも連携し活動をおこなってまいります。

参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム

World Refugee Day 2024 in Kamakura

映画予告編はこちら

一一緒緒にに考考ええててみみまませせんんかか

ののいいまま

６月20日「世界難民の日」
の日没後、日本各地のラン
ドマークがUNHCRブルー
に。

6/20
（木）

世界には、紛争や迫害などにより、１億人以上の
人々が住み慣れた故郷から避難を余儀なくされて
います。
困難に直面する難民がいるということを知り、学ぶ
ことで、私たちにできることを考えましょう。

■ 主催 神奈川県
■ 協力 UNHCR駐日事務所 国連UNHCR協会 アルペなんみんセンター

お問い合わせ先：

神奈川県 文化スポーツ観光局 国際課 外国籍県民支援G

県庁本庁舎 #難民とともに

〒231-8588 神奈川県横浜市中区日本大通1
☎ 045-285-0543

66月月2200日日はは「「世世界界難難民民のの日日」」

参加
無料

ウクライナ避難民
写真パネル展

難民アスリート
写真パネル展

難難 民民

セミナー

難民アスリートの活躍や

ヒューマンストーリーの

写真を展示！

写真パネル展

～ ウクライナ避難民の方々

の大切な写真を展示！

故郷で暮らした懐かしい記憶と、それぞれの場
所で懸命に生きる家族の姿など、日本に避難し
ているウクライナの方々から提供いただいた、
大切な人との写真を展示

神奈川県庁本庁舎を

ブルーライトアップ！

ブルーライトアップ

６/20（木）

6/24（月）

6/17（月）

６月20日「世界難民の日」の日没後、県庁
本庁舎をUNHCRブルーにライトアップ

日没後～

２時間程度

2024多文化共生セミナー

セミナー

〔 講師プロフィール 〕

６/４（火）

６/10（月）

～

1966年鎌倉市生まれ、在住。
1992年からJLMMより、カンボジア・ベトナムへ派遣。
2004年よりJLMM事務局長として、カンボジア等への
スタディツアー企画など、日本からの支援にあたる。
カトリック教会のERST（緊急対応支援室）スタッフ
上智大学「ボランティア論」非常勤講師、サレジオ中学高等
学校、清泉小学校外部講師

2021（令和４）年に開催された東京オリンピッ
クにおいて、リオに続き、２度目のオリンピック
出場を果たした難民選手団の活躍やヒューマン
ストーリーをおさめた写真を展示

ーSNSで難民支援の輪を広げませんかー

6月20日あなたの周りのブルーを
SNSに投稿してください！

身の回りの“ブルー”を撮影して、一言メッセー
ジを添えてSNSに投稿してください！
お気に入りの洋服や雑貨、手書きのメッセージ
や絵などなんでもOK。
一人ひとりの投稿が大きなチカラになります。

投稿いただいた写真、メッセージは、UNHCRの広報（ウェブサイト、
SNS,報告書等）に使用させていただく可能性があります。

会場 ： 県庁新庁舎１Fロビー 会場 ： あーすぷらざ

■ 講師 漆原比呂志 氏
（NPO法人アルペなんみんセンター
地域連携コーディネーター）

難民のこと、

一緒に考えてみましょう

～難民の友として共に歩む取組みから～

協力：UNHCR協会 協力：アルペなんみんセンター

～

６/３０（日）

14：00
～15：30

オンライン開催
Zoom

※ 6/20、6/21は、かながわ県民センターで追加展示！

※QRコードはデンソー
ウェーブの登録商標です

６ 月 27 日 （木）

かながわ国際交流財団企画・運営

申込期限

詳細・申込

■ 神奈川主催イベント
　「世界難民の日」への協力

■東京　 6 月 20 日（木）　小金井宮地楽器ホール（東京都小金井市）

■神奈川　 6 月 29 日（土）　きらら鎌倉（神奈川県鎌倉市）

あーすぷらざ（横浜市）

かながわ県民センター（横浜市）
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（４）第 56 回 慈善茶会（公益財団法人鎌倉青年会議所主催）への参加　

（５）日本の食を難民の心に届ける会との交流

（６）BAT（ブリティッシュ・アメリカン・タバコ）ジャパンとの交流会

　2022 年度から、鎌倉大仏殿高徳院で開催されている慈善茶会に参加
させていただき、3 年連続で寄付先に選んでいただきました。

　全国のラーメンファンから聖地と
呼 ば れ て い る 名 店「 飯 田 商 店 」 が、
2022 年 11 月から出張出店いただい
ています。今年度も 5 月、11 月に交
流事業を開催いたしました。

日本の食を難民の心に届ける会

主宰店
飯田商店（神奈川県湯河原町）
会員店
Japanese Soba Noodles 蔦 （東京都渋谷区）
中華そば四つ葉　（埼玉県川島町） 
とものもと（千葉県船橋市） 
中村麺三郎商店（神奈川県相模原市）
麺ふじさき（東京都江東区） 
雪ぐに（横浜市泉区）
Ramen FeeL（東京都青梅市）

　BAT（ブリティッシュ・アメリカン・
タバコ）ジャパンは社会貢献プロジェ
クト「IPPUKU プログラム」を展開し、
地域社会の一員として、多様で持続的
な地域社会の発展に貢献することを目
指しています。交流会はその一環とし
て開催されています。

　今年で４回目の開催になります。ア
ルペなんみんセンターの入居者、神奈
川県内にお住まいのウクライナ避難民、
BAT ジャパンの社員の方々と楽しい一
時を過ごしました。
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３　調査・研究事業
（１）「鎌倉なんみん共生フォーラム」の取り組み

　地域における難民の受け入れと支援に関する連携をはかるため、市民グループ、社会福祉
協議会、社会福祉施設、市議会議員、メディア関係者などが集い、学習会（２回）を行いま
した。　　　

（２）地域通貨「クルッポ」を活用した地域とのつながり

　鎌倉市が運営する地域通貨「クルッポ」の加盟スポッ
トとして、クルッポを使って体験できるプログラムを提
供しました。また、インスタグラムへの感想や質問を
送った方にクルッポを差し上げるなど、双方向のコミュ
ニケーション手段として活用しました。

（７）メディア掲載

・心込めた一杯で難民支援　2024/5/2　タウンニュース

・難民申請中の外国人、ラーメンで励ます　県内店主ら鎌倉の支援施設で提供　2024/6/14　神奈川新聞

・人気ラーメン店が難民支援で心を一つに　6 月 20 日は「世界難民の日」　2024/6/19　朝日小学生新聞

・連載 カリホウメン　2024/11/12-13　毎日新聞デジタル

・アルペなんみんセンターが施設見学会を開催！　2025/2/18　湘南人

・神奈川県民ホールで「ウクライナ国立オデーサ歌劇場オーケストラ」公演
　「写真と映像で見るウクライナ」も　2025/3/2　ヨコハマ経済新聞
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（３）国内外の難民支援団体とのネットワーク

■ NPO 法人  移住者と連帯する全国ネットワーク

　国内の難民移民支援ネットワーク団体「移住者と連
帯する全国ネットワーク」に参加し、日本における難
民の諸問題に関する情報収集および関係団体との連携
強化に努めました。

■ NPO 法人  なんみんフォーラム

     〜収容代替措置（ATD）の受け皿としての役割

　国内の難民支援ネットワーク団体「なんみんフォー
ラム」に参加し、日本における難民の諸問題に関する
情報収集および関係団体との連携強化に努めました。

　また、法務省、日本弁護士連合会、なんみんフォーラ
ムが 2012 年から実施している「日本の空港において難
民としての庇護を求めた者に係る住居の確保等に関する
事業」の受け皿としての役割が広がってきました。

■ JCAP Migrants and Refugees Network への参加

　JCAP Migrants and Refugees Network（アジア地域
の移民難民支援団体のネットワーク）のオンライン会
議に定期的に参加し、情報交換、共有を行いました。
また、以下の国際会議にスタッフを派遣しました。

　2025 年   3 月「ネットワーク会議」    韓国

ミャンマー難民の現地視察（タイ・メーソート）

　2021 年 2 月にタイで国軍によるクーデターが発生し、
その結果、290 万人以上の国内避難民が生まれ、1800
万人以上が人道支援を必要とする状況となりました。ま
た、120 万人以上が隣国へ逃れ、難民として避難生活
を送っています（UNHCR、2024 年 4 月）。
　このような状況を受け、JCAP ネットワークはミャン
マー支援を協働で行うことを決定し、2024 年９月にタイ
のメーソートでミャンマー難民の現地視察を行いました。
視察後も、ネットワーク内の諸団体と情報を共有しなが
ら、どのような支援ができるかを継続的に検討していく
予定です。この取り組みは、ミャンマー難民に対する具
体的な支援策を策定し、実行するための重要な一歩とな
ります。

ミャンマー難民キャンプ 2024 年９月タイ・メーソート

日
本
の
各
空
港
に
貼
ら
れ
て
い
る

難
民
申
請
に
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報
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タ
ー

韓国でのネットワーク会議


